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塗料に求められる品質とは

○ 塗料性状 ・ 加熱残分、密度、粘度 他・・

○ 塗膜性能 ・ 塗装品の品質・・

○ 塗料性能 ・ ① 作業性： 隠ぺい性、耐流れ性、・・
耐ワキ性、 他

② 安定性： 貯蔵安定性、希釈安定性
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代表的な 塗料性状 測定

方法

代表的な 塗料性状 測定

方法
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加熱残分

① 容器の質量（ｍ１）を測定する

② 試料を採取し、容器と共に質量（ｍ２）

を測定する

③ 容器内の試料を一様にフローさせる

④ 規定条件（温度・時間）にて、乾燥さ

せる

PaintPaint

⑤ 室温に戻し、質量（ｍ３） を測定する

４

⑥ 加熱残分を算出する 加熱残分 = 
ｍ３ － ｍ１

ｍ２ － ｍ１
×１００



密度（比重）

密度とは …体積 １mlの質量密度とは …体積 １mlの質量

測定方法 ：

①比重カップ（本体+ふた）の質量(M1)を測定す

る

② 比重カップ（本体）に、試料を十分注ぐ

③ ふたをして、穴から吹き出した余分な試料を

ぬぐい取る

④ 試料の詰まった比重カップの質量(M2)を
測 ,    定する

100ml

密度 =
Ｍ２ － Ｍ１

１００
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粘度

計測機 主な用途 測定値の表示

ストマー粘度計 生塗料 ＫＵ値

粘度カップ 希釈塗料 時間（秒）

回転式粘度計 生塗料・希釈塗料 ＣＰＳ

フォードカップ
イワタカップ

フォードカップ
イワタカップ
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代表的な 塗料性能 評価

方法

代表的な 塗料性能 評価

方法
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隠ぺい力
隠ぺい力とは … 下地色を隠す能力

白黒隠ぺい膜厚にて表示

隠ぺい力とは … 下地色を隠す能力

白黒隠ぺい膜厚にて表示

塗装

白黒隠ぺい膜厚を目視にて評価白黒隠ぺい膜厚を目視にて評価

乾燥
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膜厚用ブリキ板

耐流れ（タレ）性
耐流れ性とは …垂直塗装面の流れ難さ

流れ限界膜厚にて表示

耐流れ性とは …垂直塗装面の流れ難さ

流れ限界膜厚にて表示

塗装

流れ限界点の膜厚を測定する流れ限界点の膜厚を測定する

乾燥

垂 直

膜厚用ブリキ板は、塗装後直ちに水平に

塗装条件（温度、湿度、塗装機 他）を一定に
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膜厚用ブリキ板

耐ワキ性
耐ワキ性とは …ワキ（ﾋﾟﾝﾎｰﾙ）の発生し難さ

ワキ限界膜厚にて表示

耐ワキ性とは …ワキ（ﾋﾟﾝﾎｰﾙ）の発生し難さ

ワキ限界膜厚にて表示

塗装

塗装条件（温度、湿度、塗装機 他）を一定に

ワキ限界点の膜厚を測定するワキ限界点の膜厚を測定する

乾燥

水 平
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貯蔵温度 貯蔵期間

高温安定性 ４０～５０℃ ３日～１ｶ月

常温安定性 １５～２５℃ １ｶ月～６ｶ月

低温安定性 ー１０～０℃ ３日～１ｶ月

貯蔵安定性
貯蔵温度 貯蔵期間

高温安定性 ４０～５０℃ ３日～１ｶ月

常温安定性 １５～２５℃ １ｶ月～６ｶ月

低温安定性 ー１０～０℃ ３日～１ｶ月

： ゲル化、皮張りがなく、撹拌により容易に均
一 , になる事

•塗料の状態

•粘度

•希釈量の変化

•塗面の状態

： 著しい増加または低下の無い事

： 標準塗装粘度に調合するのに必要なシン
ナー ,量が、著しく増加または低下しない事

： ブツ、ハジキ等の異常が無い事

○ 評価内容○ 評価内容
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希釈安定性
PaintPaint

塗装 塗装

① 均一に撹拌した塗料をﾒｽｼﾘﾝﾀﾞｰに入
れ ,フタをする

② 常温で一定時間（48～72h）放置する

④ 塗料の状態を観察する , 
→色別れ、沈殿などの異常か無い事

③ フタを手で押さえ、逆さにした後もとに戻

す（数回繰り返す）

⑤ 半量の上層を分取する

⑥ 上層と下層の各々を十分撹拌し、各々

を塗装し乾燥させる

⑦ 塗面の状態を観察し、上層と下層の光

沢度差、色差を測定する
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外観性 と 測定方法外観性 と 測定方法
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光沢の測定

光沢のイメージ 塗膜に写った蛍光灯がどれだけ
明るいか

θ

入射光

反射光

入射角

測定方法測定方法

入射光に対する反射光の
強さを測定する。
（ガラスを１００した値）

θ＝２０゜、６０゜が一般的

入射光に対する反射光の
強さを測定する。
（ガラスを１００した値）

θ＝２０゜、６０゜が一般的
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光沢計（測定機）

固定タイプ固定タイプ ハンディタイプハンディタイプ

１９



ﾃｽﾄﾊﾟﾀｰﾝ

測定方法測定方法

ＰＧＤ計ＰＧＤ計

鮮映性の測定

鮮映性のイメージ 塗膜に写った蛍光灯がどれだ
けはっきりしているか
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鮮映性 測定機②

ﾃﾝｼｮﾝﾒｰﾀｰﾃﾝｼｮﾝﾒｰﾀｰ
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塗膜表面の波長 と 鮮映性低下

波　長 振　幅 現　象 代表的な原因

１ ２～５ｍｍ 約１．０μ ｵﾚﾝｼﾞﾋﾟｰﾙ
微粒化不良
ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ不足

２ ２００～５００μ ０．３～０．５μ チヂミ 硬化体積収縮

3 １０μ以下 ０．１μ以下 ツヤビケ 顔料分散不良
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色調とは

○ 色相 色あい（赤、黄、緑
…）

○ 明度 色の明るさ

○ 彩度 色の鮮やかさ
明るさは？明るさは？ 鮮やかさは？鮮やかさは？ 色あいは？色あいは？

色の３要素色の３要素
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色の数値化について
Ｌａｂ表色法Ｌａｂ表色法

Ｌ ＝ 明度／黒～白 （０～１００）

ａ ＝ 緑～赤味 （－６０～＋６０）

ｂ ＝ 青～黄味 （－６０～＋６０）

色差△Ｅ ＝ △Ｌ２＋△ａ２＋△ｂ２

青(-b)

黄(+b)

緑(-a)

白(+L)

赤(+a)

黒(-L)
y

x ΔL = (75) － (50) = +25

Δa = (0)－(0) = 0

Δb = (0)－(-60) = +60

ΔE = 65

L = 75 
a = 0  
b = 0

L = 50 
a = 0
b =-60

y

x
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色彩計（測定機）

固定タイプ固定タイプ ハンディタイプハンディタイプ

１方向 ４方向
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塗膜物性 と 評価方法塗膜物性 と 評価方法
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塗膜の傷又は破れを確認

鉛筆引っかき硬度鉛筆引っかき硬度

硬さ（塗膜硬度） ①

規定の荷重で鉛筆を押す

異常発生の１ランク下（軟）
の鉛筆硬度にて表示

軟← ６Ｂ，５Ｂ，４Ｂ，３Ｂ，２Ｂ，Ｂ，ＨＢ，Ｆ 、，
Ｈ，２Ｈ，３Ｈ，４Ｈ，５Ｈ，６Ｈ，７Ｈ，８Ｈ，９Ｈ →硬
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振り子硬度
（ｹｰﾆｯﾋ硬度）

振り子硬度
（ｹｰﾆｯﾋ硬度）

硬さ（塗膜硬度） ②

目的： 硬さの数値化目的： 硬さの数値化

測定方法測定方法

①塗膜表面で振り子を一定角度だけ,
傾けて振動させる

②振幅が半減するのに要する振動 ,
回数を測定する
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３５～４０℃

ゴバン目試験による付着性とはゴバン目試験による付着性とは

•被塗物と塗膜界面の接着力および破壊強さ

•塗膜と塗膜界面の接着力および破壊強さ

•塗膜自体の破壊強さ

付着性 ①

①塗膜上に被塗物に達する様100ﾏｽの ,
ゴバン目を作る

②ゴバン目に粘着テープを圧着させる

③テープの片端を持ち、勢いよく手前に ,
引き、瞬間的に引き剥がす

ゴバン目試験法ゴバン目試験法

剥離状態の評価

○ どこから

○ どのように

○ どれだけ
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付着性 ②

①塗膜上に被塗物に達する様、短冊状 ,
に切れ目を入れる

②短冊の約半分を被塗物より引き剥が ,
す（塗膜を切断しない様慎重に行う）

③測定機に取り付け、一定速度で引き剥,
がし、剥離に要した荷重を測定する

剥離（ﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ）試験法剥離（ﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ）試験法
一定速度

測定値： 剥離（ﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ）強度
単位： ｇ／㎝

目的： 付着性の数値化目的： 付着性の数値化
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衝撃強さ（耐衝撃性）

試験手法試験手法

• デュポン式衝撃試験機の使用が一般的

低温 －３０～－２０℃

試験条件試験条件

試験温度： 常温 １８～２５℃

重り質量： ０．５～ ３㎏

落下距離： ２０～６０㎝

評価基準評価基準

塗膜割れ 又は 素材割れ

※バンパー条件
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屈曲強さ（耐屈曲性）

試験手法試験手法

• マンドレル試験機の使用が一般的

低温 －３０～ ０℃

試験条件試験条件

試験温度： 常温 １８～２５℃

マンドレル径： １３～５０㎝

屈曲角度： ９０°又は １８０°

※バンパー条件

評価基準評価基準

塗膜割れ（波線割れ、線割れ） 又は 素材割れ
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耐湿性

湿度： ９５～９８％ＲＨ以上

試験条件試験条件

温度： ５０℃が一般的

試験時間： ７２～２４０ｈ

評価基準評価基準

• ブリスター等の外観異常が無い

こと

• 付着性の低下が無いこと
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耐冷熱サイクル性

低温： －４０～－３０℃

試験条件試験条件

高温： ８０℃付近

耐湿有無： 各々

評価基準評価基準

• 外観異常が無いこと

• 付着性の低下が無いこと
※屈曲・衝撃強さの低下が無いこと

試験時間： 各々
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耐ガソリン性

塗膜の状態を確認する

（ 剥離・膨潤 ）

試験液の種類試験液の種類

☆レギュラーガソリン

☆ハイオクガソリン

☆ガスホール

☆オキシノール

ﾚｷﾞｭﾗｰ／ｴﾀﾉｰﾙ = 90/10

ﾚｷﾞｭﾗｰ／ﾒﾀﾉｰﾙ ／t-ﾌﾞﾀﾉｰﾙ
= 90/ 5/ 5

規定条件で保持
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耐候性
耐候性とは …太陽光、雨（水）、温度、湿度、土砂、風など

に 、 よる複合的塗膜劣化に対する強さ

耐候性とは …太陽光、雨（水）、温度、湿度、土砂、風など

に 、 よる複合的塗膜劣化に対する強さ

耐候性評価

自然（屋外）暴露 促進暴露

２ ～ ５ 年
1000 ～ 2000ｈ
（ 1.5 ～ ３ヶ月 ）

• 非常に試験期間が長い

• 気象条件、環境、時期に

よる差が生じる

• 完全な複合試験は不可能

• 自然暴露との相関性が不

十分

試験期間

欠 点
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促進耐候性試験機

ｻﾝｼｬｲﾝｳｪｻﾞｰﾒｰﾀｰ

Ⅰ．サンシャインウェザーメーター
Ⅱ．キセノンウェザーメーター
Ⅲ．紫外線蛍光灯凝結試験機（ＱＵＶ）

Ⅰ．サンシャインウェザーメーター
Ⅱ．キセノンウェザーメーター
Ⅲ．紫外線蛍光灯凝結試験機（ＱＵＶ）
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耐チッピング性

試験法 ショット物 ショット圧（力） 速度

ナット落下試験 六角ナット３種（真鍮） 重力 比較的低速

ｸﾞﾗﾍﾞﾛショット試験 天然採石（№６，７） エアー圧 　　　中

ダイヤモンドショット試験 人工ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ(10mg/ｹ） エアー圧 比較的高速

剪断応力の発生
剥離×

吸収 ○
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耐高圧洗車性

①見切り部のある試験片（塗装ﾊﾟﾈﾙ）を作 ,
製する

②見切り部に対し、規定の条件で高圧洗 ,
浄を行う

③洗浄部分の塗膜の剥離が無いかを確認 ,
する

試験方法試験方法

圧力： ７０～９０ ㎏ｆ/㎝２

試験条件試験条件

水温： 常温、高温（70～90℃）

ガン距離： ２０～３０ｃｍ

洗浄時間： １０～３０秒
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耐洗車傷性
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スポット試験法

① 塗膜に試験液を規定量スポットする

② 規定条件（温度・時間）にて放置する

③ 試験液を、十分取り除
く 、 （水洗、

拭き取りなど）

④ 塗膜の状態を評価する

試験方法試験方法

適用項目 …耐薬品性（酸、ｱﾙｶﾘなど）、耐溶剤性（ｷｼﾚﾝ、
ｌ 白ｶﾞｽなど ）、耐油性 など…

適用項目 …耐薬品性（酸、ｱﾙｶﾘなど）、耐溶剤性（ｷｼﾚﾝ、
ｌ 白ｶﾞｽなど ）、耐油性 など…
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北米の酸性雨のｐＨ分布

ｐＨ４．２以下

～ ｐＨ４．４

～ ｐＨ４．６

～ ｐＨ４．８

～ ｐＨ５．０

～ ｐＨ５．２

～ ｐＨ５．５

ｐＨ５．６以上
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将来動向と品質評価

新たな

○ 評価基準

○ 評価方法
新意匠

•超カラーシフト

•金属調

•ソフトフィール

特殊機能

• メンテナンスフリー

• 蓄光（発光）

塗料タイプ

• 水系塗料

• 粉体塗料
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